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Harsanyi[2, 3]は，von Neumann and Morgenstern[5] の期待効用理論を発展させ

て，加重功利主義(weighted utilitarianism)の公理化を行った．Sen[8]は，Harsanyi

による公理化を次のように批判した．Harsanyiによる公理化は基数的効用(cardinal

utility) を必要とするのだが，[5] における効用は単に序数的(ordinal) であるに過

ぎない．一方，Domotor[1] は，Harsanyi による加重功利主義の公理化を，測定理

論(measurement theory)の立場から精緻化した*1．本発表において我々は，Domotor

による公理化が Senによる批判を免れうることを明確にし，その結果，Harsanyiが

意図した加重功利主義の公理化が [1]において完遂されうることを示す．これが本発

表の第一の狙いである．

一方，Pauly[6]は，公理化という方法を絶対的公理化と相対的公理化とに分類した．

両者において言語と公理化とが密接に関係するわけであるが，大雑把に言うと，後者

においては制限された言語に相対的な公理化という側面が強調される．Domotor[1]

は，言わば，集合論の言語を用いて加重功利主義の絶対的公理化を行ったと言える．

それに対して我々は，本発表において，[1]のアイデアを利用して，第一階論理の言

語を用いて功利主義的な選好集計の論理の相対的公理化を行う．これが本発表の第二

の狙いである．

本発表は，非常に広汎な射程を持つ我々の測定理論的な研究のほんの一部に過ぎ

ない．我々は現在，測定理論を用いて，動的な認識選好論理 [15]・2項的な義務論理

[9]・非推移的な無差別のための選好論理 [10]・曖昧な述語の論理 [11]・間形容詞的な

比較級の論理 [13]・段階的な形容詞の論理 [12]・より良い問いと答えの論理 [16]・信

念および認識の論理 [17]および多次元的な普通名詞の論理 [14]などについて研究を

進めている．

*1 測定理論については [4, 7]などを参照せよ．
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